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令和元（2019）年度　指定管理者制度導入施設　管理運営評価結果書

施設名称 郡山市磐梯熱海観光物産館 施設区分 事業実施型

施設所在地 郡山市熱海町熱海二丁目15番地の1 指定管理者 株式会社東日本地所

指定期間 平成30年５月１日～令和５年３月31日 施設所管部課 産業観光部観光課

評価項目 評価基準 自己評価コメント 市評価コメント 特記事項

Ⅰ　市民の平等な利用の確保

平等利用
市民の利用にあたり、公平であるか。
（例：使用許可、使用料等の減免、利用の制限
等）

平等に利用していただいた。
平等性に関する苦情は１件もなく、
公平性が保たれている。

危機管理、事故・災
害等への対策・対応

事故・災害発生時又は危険予測時の対策・対応が行
われているか。（例：マニュアル整備、訓練等）

台風など災害時に適切に対応した。
今後、それらをマニュアルにまとめ
たい。

避難訓練は実施しているが、災害対
応マニュアルの更なる整備が必要。

事業実施状況
計画どおり事業が実施されているか。
サービス向上の取り組みがなされているか。

ほぼ計画どおり実施し、利用者数18
万人を達成した。

利用者が昨年より1万人以上増加し
ており、カルチャーコースなどを開
講し好評となっている。

広報・ＰＲの実施
利用促進のための取組みを実施しているか。
（例：事業の開催案内、ホームページの管理　等）

市広報、館内や温泉の足湯への掲
示、SNS上の発信など実施。ホーム
ページの整備が課題。

SNS等を通じてＰＲに取り組んでいるが、
仕様書の提案内容にも記載があるウェブ
サイトやパンフレットの整備が課題。

小計

Ⅱ　施設の効用の最大限の発揮

管理運営方針
市が示している管理運営方針及び仕様書に合致し
た、施設の管理運営がなされているか。

市の方針、仕様書に合致した管理運
営だった。

市が示した管理運営方針、仕様書の
概ね水準どおり管理運営がされた。

市、関係機関、類似施
設、地元等との連携

市、他の指定管理者、関係機関、類似施設、周辺施設、地
元等との連携を図っているか。
（例：施設間の回遊・相互利用、地元とのタイアップ、積
極性　等）

情報提供、商品の出展や食材供給、
地元の祭への協力など連携を図っ
た。

つるりんこ祭への出店や萩姫まつり
の際に営業時間延長等、地域活動へ
の参加も実施している。

利用者アンケート
への対応状況

利用者アンケートによる指摘のうち、改善すべき事
項について対応を図っているか。

地元産品の増加、カード支払いなど
対応しており、軽食提供も検討中。

厨房活用やウェブサイト整備等が課
題。

接客態度
言葉づかい、態度、電話対応、名札、服装等は適切
か。

適切だった。
不適切な対応による所管課への苦情
はなく、概ね良好である。

苦情・要望の
把握・対応

利用者からの意見、苦情を受けて、迅速に対応できている
か。（記録簿整備を含む。）
特に重要な事案については、遅滞なく市へ報告している
か。

迅速に対応できた。
苦情内容について記録簿に記録して
おり、市への報告についても概ね遅
滞なく実施。

収入確保の取組みを推進しているか。
指定管理料を含め、支出が適正に行われたか。

施設への納入や他の道の駅への出展
で収入確保を図るとともに、コスト
削減にも取り組んだ。

収入については、昨年より増加して
おり、道の駅や市外への納品開始
等、収入増加のための取組も適宜実
施している。

小計

小計

Ⅲ　管理経費の縮減

帳簿管理・経理

帳簿等は適正に管理されているか。
契約にあたり、適正な経費算定（積算）が行われた
か。業務委託や修繕について適正な監督、検収が行
われたか。

帳簿管理、修繕後の検収を適正に
行った。

内部監査機能もあり、帳簿管理は適
正に行われている。

収入確保、支出の適正
化等、予算の執行状況

連絡調整
協定書等に従い、市への各種届出、報告、提出、協議、相
談等を適切にしているか。
市や地域、関係機関との連携調整を適切に行っているか。

市や地域、関係機関との連絡調整を
適切に行った。

熱海温泉観光協会や熱海商工会に加
入しており、連携調整を図ってい
る。

小計

Ⅳ　管理を安定して行う人的、物的能力その他経営上の基盤

人員・研修体制
人員の配置、勤務実績、労働環境等は適切か。
必要な資格、経験等を有する人員が確保されているか。職
員に対し研修を実施しているか。

人員配置、労働環境は適切、適宜、
研修を実施している。

経験を有する職員を配置しており、
職場内研修や面談等を適宜実施して
いる。

収支状況 収支予算書どおりの収支状況となっているか。
収入の確保に努めているが、伸び悩
んでいる。

自主事業において、収入増を達成し
ている。

降雪時の落雪や東側入口の段差での
凍結の改善が課題。

指定申請時の提案内容を概ね満たし
ているが、マニュアル整備が一部課
題。

清掃・衛生・美観維持
利用者が快適に利用できるような状態が保持されているか。
市の指定管理施設にふさわしくないチラシやパンフレットの陳列、ポ
スター掲示等はないか。

清掃や衛生管理を徹底し快適な状態
を保持できている。

利用者が快適に利用できる清潔な状
態が保持されている。

Ⅴ　適切な施設の維持管理

施設・設備の保守管理
法定点検が確実に行われているか。
施設・設備が適切に利用できるような状態が保持されてい
るか。（修繕を含む。）

施設・設備を適切に保持できてい
る。

法定点検、定期点検を実施してお
り、修繕にあたっても市の承認を得
て実施している。

安全の確保
建物・設備等が安全に利用できるような状態が保持
されているか。

法令等遵守
法令、条例等に基づき、必要な点検、報告、手続き
等を行っているか。

必要な報告、手続き等を行ってい
る。

法令、仕様書の提案を概ね適正に実
施した。

個人情報保護
個人情報保護に関する規定が整備されているか。
個人情報の漏洩、滅失等の事故防止対策を講じているか。

個人情報は慎重に扱っている。規定
の整備が課題。

個人情報に関する苦情等は１件もな
く、適正に実施している。

備品の管理 備品が適切に管理されているか。
適時、調整や修繕で適切に管理して
いる。

備品台帳に管理されており、状態も
良好である。

持ち込み物品等の管理
持ち込み物品等が適切に管理されているか。
（例：持ち込み物品等管理簿、表示　等）

適切に管理している。 物品管理簿で管理されている。

小計

Ⅵ　雇用及び地域経済への配慮

雇用・労働条件への配慮
労働基準法等の労働関係法令、郡山市公契約条例等
の順守がなされているか。
労働条件への配慮は十分か。

順守している。
概ね指定申請時の提案内容を満たし
ている。

地域経済への配慮
計画通りに市内からの職員採用を行っているか。
再委託は計画通り適正に行われているか。
市内事業者への再委託を行っているか。

市内から職員を採用している。
仕様書どおり市内在住者の雇用をし
ており、出荷者についても市内在住
者を優先している。

小計

指定管理業務への姿勢
積極的な管理運営、市に協力的であるか
地域や民間事業者と円滑な関係を構築しているか

観光客の誘客を主に、市や地域のイ
ベントに積極的に参加してきた。

市に協力的であるが、提出物等の遅
延が課題。

　

Ⅶ　その他

活動指標
設定した指標の目標値（イベント12回/年）を達成
しているか。

カルチャー講座を10回、その他イベ
ントを9回開催。

情報発信回数の目標値は12回であ
り、結果は72回であった。

成果指標
設定した指標の目標値（施設利用者18万人）を達成
しているか。

18万9千人
施設利用者数の目標値は18000人で
あり、結果は189690人であった。

小計

合　計　点
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令和元（2019）年度

11,690

0

189,690

Ｂ

【一次評価（指定管理者による自己評価）】

点数

【二次評価（市による評価）】

点数

【改善のための行動計画】

実　　　　　　　　績

令和２（2020）年度 令和３（2021）年度 令和４（2022）年度 令和５（2023）年度 合計

11,690

利用料金収入 (千円） 0

指定管理料 (千円)

備　　考

11,690

二次評価
（市の評価）

利用者数 (人)

評価 評価内容

Ａ 82

【総合評価（評価できる点等）】
　運営上大きなトラブルはなかった。カルチャー講座の定期開催、日本遺産「一本の水路」事業の展示や認定商品
の販売、こおりやま広域圏特産品販売会の開催などに取り組むことで、地元商品の販売を通じた情報発信、集客に
つながった。

【次年度に向けて改善が必要な点】
　観光協会、商工会、婦人会など地元団体と連携を強化して、情報発信、集客に努めたい。
　さらに、ホームページの整備により情報発信力を強化するとともに、厨房・軽食コーナーを活用した食材提供により特産品づくりを進めたい。
　なお、降雪時の庇からの落雪や東側入口の段差での凍結による事故発生が心配されるので、市による安全確保対策をお願いしたい。

サ　ー　ビ　ス　向　上　対　策

日常的にご利用いただいている地域の方々にとっては「オアシス」となれるよう、特に高齢者、子どもたちへのお声掛けを大切にし、また休憩所の快適性を向上させるようクリンリネスに努め、適切な室温管理をすることでクールシェア、ウォームシェアといった環境対策にも取り組んでいる。

極端に具合の悪い状態で訪問されたお客様へはご家庭まで同行させていただく等のサービスに努めている。

地域の観光協会の休日（水曜）の観光客への対応が十分にできるよう連携を取り、パンフ設置、情報の提供など、観光客へのサービスも向上させている。

行動計画
【前年度の指摘事項】

【改善対応状況】

評価 評価内容

Ｂ 70

【総合評価（評価できる点等）】
　設置目的である地域特産品の普及や、観光客と市民の交流の場の提供、および観光等の地域情報の発信等、目的
に合った運営がされており、カルチャー講座等の自主事業にも力を入れており、熱海地域の活性や市民交流の場の
提供に寄与した。運営においては、大きな問題はなく運営していたものの、一部事業計画どおりに実施できていな
い部分が見受けられた。

【次年度に向けて改善を望む点】
　ウェブサイトやパンフレットの整備によりＰＲを強化していくこと、厨房スペースの有効活用等の利用者増加に
つながる事業の実施が望まれる。また、台風19号の際にほっとあたみが避難所となったことから、災害対応マニュ
アル等の整備が必要。
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